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１ 木   新 １ 年 生 保 護 者 会  

２ 金 
マ ラ ソ ン  

練 習 ④ 
囲 碁 教 室 (4) 

３ 土  宇 佐 美 学 園 学 芸 的 発 表 会  

４ 日   

５ 月 講 話  
委 員 会 活 動   
安 全 標 語 ポ ス タ ー 掲 示 始  

６ 火 
マ ラ ソ ン  

練 習 ⑤  
           放       

７ 水  安 全 指 導  

８ 木             放             

９ 金 
マ ラ ソ ン  

練 習 ⑥  
囲 碁 教 室 (4)       放  

1０ 土   

１１ 日  建 国 記 念 の 日  

１２ 月  振 替 休 日  

１３ 火 
マ ラ ソ ン  

練 習 ⑦  

ク ラ ブ                 放  
能 楽 鑑 賞 教 室 (6) 

１４ 水  地 域 別 児 童 会  

１５ 木                        放  

１６ 金 
保 健 講 話  
（石 川 先 生 ）  

囲 碁 教 室 (4)  B時 程  
1 . 2年  4時 間 授 業  
3～ 6年  5時 間 授 業  

１７ 土  土 曜 授 業 日  泰 明 マ ラ ソ ン  
安 全 標 語 ポ ス タ ー 掲 示 終  

１８ 日   

１９ 月 講 話  ク ラ ブ 活 動 (最 終 回 ) 

2０ 火 
泰 明 ﾀｲﾑ  

泰 明 読 書  
た て わ り 班 集 会         放  

2１ 水  保 護 者 会 (6)囲 碁 教 室 (4) 

２２ 木                        放  

２３ 金  天 皇 誕 生 日  

２４ 土   

２５ 日   

２６ 月 講 話  委 員 会 活 動 (3月 分 ) 

２７ 火 音 楽 朝 会                            放  

２８ 水  
謝 恩 会  囲 碁 教 室 (4) 
1～ 5年  4時 間 授 業  
6年    6時 間 授 業  

２９ 木                        放  

『時間、  

どのように使いますか？』    

副校長 栗本 元子 

早 い も ので 、 今年 度も あ と ２ヶ 月 とな り

ま し た 。４ 月 に入 学・ 進 級 した 子 供た ち

は 、 様 々な 経 験を 通し て 、 多く の こと を学

び 、 成 長し て きま した 。  

勉 強 す る時 間 、遊 ぶ時 間 、 おし ゃ べり を

す る 時 間、 お うち の方 と 一 緒に 過 ごす 時間

・ ・ ・ 。誰 に でも 平等 に 与 えら れ てい る

「 １ 日 ２４ 時 間」 。そ の 時 間を ど のよ うに

使 う か は、 私 たち 一人 一 人 に任 さ れて いま

す 。 「 時は 金 なり 」。 確 実 に過 ぎ てい く時

間 を 大 切に し ても らい た い と思 っ てい ま

す 。  

と こ ろ で、 「 後で やろ う 」 と思 い 、後 悔

し た 経 験を お もち では あ り ませ ん か。 私 は

「 大 変 そう 」 「時 間が か か りそ う 」な どと

思 っ た とき に 、こ の「 後 で やろ う 」と いう

言 葉 に 負け て しま いま す 。 結局 や らな いわ

け に は いか な いの で、 「 あ のと き やっ てお

け ば よ かっ た な」 と後 悔 し なが ら 、時 間を

使 っ て いま す 。後 回し に せ ず、 時 間を 上手

に 使 っ てい き たい もの で す 。  

１ 日 の 多く の 時間 を学 校 で 過ご す 子供 た

ち 。 授 業の 時 間・ 休み 時 間 ・給 食 や掃 除の

時 間 ・ ・・ 。 いろ いろ な 時 間が あ りま す。

子 供 た ちに と って 好き な 時 間ば か りで はな

い で し ょう 。 でも 、集 団 で の生 活 や様 々な

体 験 に 時間 を 使い 、子 供 た ちの 学 びに つな

げ て い くの が 学校 です 。 一 人一 人 が時 間を

上 手 に 使い 、 より 充実 し た 学校 生 活に なる

こ と を 願っ て いま す。  
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２月のカレンダー   こ の マ ー ク は セ カ ン ド バ ッ グ 登 校 日 で す 。  

（ ） は 実 施 す る 学 年 で す 。  

 

大 谷 翔 平選 手 から

野 球 の グロ ー ブ３

つ と お 手紙 が 届き

ま し た 。  



 

      校内研究  

研 究 主 任  上 原  弘道  

 

自 分 の 考え を しっ かり と も つ 。 考 えを 積

極 的 に 表に 出 して いく 。 そ れを 仲 間と 共有

し 、 共 に話 し 合い なが ら 、 新た な 価値 を創

造 し た り、 困 難な 課題 を 解 決し た りし てい

く 。 そ んな 力 が、 これ か ら を生 き てい く子

供 た ち には 必 要な のだ と 考 えま す 。 で は、

そ の 力 を身 に 付け られ る よ うに す るに はど

う す れ ばよ い ので しょ う か 。  

今 年 度 は、 国 語科 の「 話 す こと ・ 聞く こ

と 」 の 学習 を 通し て、 そ の よう な 力が 身に

付 く よ う研 究 を重 ねて き ま した 。 例え ば

「 自 分 の考 え を も つ」 こ と につ い て。 考え

を も つ ため に は、 目の 前 に ある 課 題が どれ

ほ ど 自 分に と って 切実 な も のな の か。 切実

だ か ら こそ 考 える 価値 が あ り、 子 供は 考え

を も と うと し ます 。そ の た め、 ど んな 課題

を 設 定 する か が重 要で あ り 、子 供 に響 く教

材 が で きる よ う話 し合 っ て きま し た。 この

例 だ け でな く 、校 内研 究 で は 子 供 たち が自

分 事 と して 課 題を 捉え 、 学 習に 取 り組 める

よ う 創 意工 夫 を し なが ら 研 究 を 進 めて いる

と こ ろ です 。  

席書会  書き初め展  

文 化 的 行事 委 員会  大 竹  秀子  

 

 今 年 も 書 き 初め の時 期 が や っ て きま した 。 書 き 初 め は、 年が 明 け て 初 め て毛 筆 で 書 や

絵 を 書 く行 事 です 。通 常 は 、１ 月 ２日 に行 わ れ るこ と が多 いそ う で す。  

 泰 明 小 学 校 でも 、１ ， ２ 年 生 は 硬筆 、３ 年 生 か ら ６ 年生 は毛 筆 で 行 い ま す。 毛筆 は 、

ク ラ ス ご と に 講堂 で本 番 を 迎 え ま した 。 新 年 、 気 持 ち も新 たに 書 く 習 字 は 格別 なも の が

あ り ま し た 。 普段 の習 字 の 半 紙 と 違い 、長 半 紙 に 膝 を つい て書 く 子 供 た ち の表 情は 、 真

剣 そ の もの で す。 １枚 書 き 、見 直 しな がら も う 一枚 に 挑む 姿も ま た 素敵 で した 。  

 書 き 初め 展 のも う一 つ の 楽し み とい えば 、 良 い  

と こ ろ をお 手 紙に し て 伝 え るこ と です 。自 分 の 頑  

張 っ た とこ ろ を 友 達に 認 め ても ら える と嬉 し い よ  

う で 、 友達 か らの 手紙 を 一 生懸 命 読ん でい ま し た。  

ま た 、 友達 に 手紙 を書 く 際 には 、 一生 懸命 そ の 子  

の 書 き 初め の 文字 一 画 一 画 に注 目 して 書い て い て  

こ れ も また 素 敵な 姿だ な と 思い ま した 。  

 ご 家 庭で も 持っ て帰 っ て きた 作 品を ご覧 い た だ  

き 、 沢 山お 子 さん を褒 め て いた だ ける と幸 い で す。  

縦割り班清掃                    

         生活 指 導 部  瀧 山  広美  

 

本 校 で は、  清 掃活動 を １ 年生 か ら６

年 生 で 構成 さ れる 縦割 り 班 で行 っ てい ま

す 。 縦 割り 班 清掃 では 、 高 学年 は 、下 学

年 の お 手本 と なる こと で 自 分が 模 範を 示

す と い う自 覚 や責 任を も つ こと が でき 、

下 学 年 はい ろ いろ な学 年 の みん な と協 力

す る こ との 大 切さ を学 ぶ こ とが で きま

す 。 ま た、 異 学年 との 交 流 の場 を もつ こ

と で 、 自分 の 学年 以外 の 人 との か かわ り

が 増 え るよ さ もあ りま す 。 子 供 た ちは 、

清 掃 時 間に な ると 、そ れ ぞ れ決 め られ た

ク ラ ス に行 き 掃除 をし て い ます が 、上 の

学 年 の 子供 た ちは 「こ う す ると き れい に

な る ん だよ 。 」「 この 場 所 がき れ いに な

っ た ね 。」 と 下の 学年 の 子 供た ち に掃 除

の 仕 方 を教 え るこ とや 声 か けを し てく れ

て い ま す。 ま た、 掃除 が 終 わる と ６年 生

が 振 り 返り を して 、班 を ま とめ て いる 姿

も 見 ら れま す 。こ れか ら も 、み ん なが き

れ い で 気持 ち よく 過ご せ る よう 、 縦割 り

班 で 協 力し て 清掃 活動 に 取 り組 ん でも ら

い た い と考 え てい ます 。  

 


